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種   別 小松市指定文化財 無形民俗文化財 

指定年月日 昭和 38 年 11 月 3 日 

所 在 地 向本折町  
 

向本折町では、かつて隣接する今江潟の氾濫により度々水害に遭い、その都度疫病

が流行し、妊婦の病死や流産が相次いだという。ある年の水害の際、今江潟から美女

が現れ、「われ白山神なり、悪霊を鎮めん」と言い祓いの舞をした。するとその年は

疫病が流行らなかったという。この伝承にある舞を伝えるのが、「悪魔祓い」である。

毎年９月の向本折白山神社の秋祭りが終った夜に、神社境内で行われている。 

悪魔祓いは次のようにして行われる。当日の夕方、拝殿前に正方形に４本の青竹を

立て、その竹に注連縄
し め な わ

を張り巡らせる。太鼓や獅子舞の奉納の後、境内の明かりが全

て消され、４人の提灯持ちに先導されて男面を付けた舞人が登場する。地面を足で踏

み鳴らす動作（反閇
へんばい

）を行い、前後へ足を踏む七五三の踊りをしながら四隅に矢を射

る動作をする。最後にその年の鬼門の方角に矢を放って退場する。 

次に男面の舞人が、妊婦の姿をした女面の舞人を伴って現れる。弓矢は女面の舞人

が持ち、男面の舞人とともに反閇・七五三の踊りをしながら四隅を射る所作を行う。

最後に鬼門の方角へ矢を放つと、男面の舞人が矢を折り捨て、二人の舞人は退場する。 

舞は以上であり、この間一切無言で行われる。 

この神事は、少なくとも室町時代に起源すると伝えられる里神楽
さとかぐら

の一種であり、古

い手法を残している。また男面は老年男性を、女面は中年女性を表わしたもので、近

世後期の素人作のものと思われる。 

女面（左）と男面（右）↑ 

 

←鬼門へ矢を放つ様子 


